
「救急救命の高度化の推進に関する調査研究事業」（以下「高度化委託」という）

及び「救急に関する調査研究事業」（以下「研究助成」という）に関するＱ＆Ａ 

【高度化委託・研究助成共通】 

Ｑ そもそも両者の違いがわかりません。 

Ａ 高度化委託は当財団の委託事業で、下記が特徴です。 

① 指定するテーマに添って研究を実施する

② 委託金額は２００万円以内

③ 研究完了後、その内容を財団が冊子にして全国の消防本部等へ配布

④ 他機関からの助成は受けず、財団からの委託金額のみで実施する

研究助成は研究に対し、金銭的援助を行う助成事業で、下記が特徴です。 

① 救急業務に関する先進的な調査研究全般を対象とする。

② 助成金額は１００万円以内

Ｑ 同じ団体（所属）ではあるのですが、組織の系統から研究班と経理担当で別部局

となってしまいます。それでもよろしいでしょうか？ 

Ａ 差し支えありませんが、申請団体内において研究班と経理担当が別部局の場合、

経理窓口を一本化するとともに、研究に対する動きに関して団体内で意思統一する

ようお願いいたします。出納事務に関して意思統一がなされていない団体が散見さ

れます。 

Ｑ 寄付金として委託金または助成金を受領することはできますか？ 

Ａ 本事業は調査研究を委託若しくは助成するものであり、費用は委託金若しくは助

成金として支払いますので、当財団からの寄付として支払うことはできません。 

Ｑ 委託金または助成金の振込は個人名義の口座でも可能ですか？ 

Ａ 団体名義の口座のみとさせていただきます。 

Ｑ 委託金または助成金は一度に全額を受給することは可能でしょうか？ 

Ａ 契約後に半額、報告完了後に残額を交付いたします。一度に全額を交付すること

はできませんので、申請の際には十分に留意願います。 

Ｑ 委託金または助成金を他の用途に使用したり、不正に使用した場合はどう

なりますか？ 

Ａ  全部又は一部を返還していただきます。 

Q 残金が発生したらどうすれば良いでしょうか？ 

Ａ 戻入していただきます。 



Ｑ 委託金並びに助成金で物品を購入しようと考えています。購入に関して基準等あ

れば教えて下さい。 

Ａ 基準は以下のとおりです。 

経費名 基 準 

備品購入費 
取得単価が３万円以上１０万円未満で、かつ、耐用年数が１年以

上の什器備品等を購入する経費。 

消耗品購入費 
取得価格が３万円未満又は耐用年数が１年未満の什器備品及び

その他の消耗品を購入する経費。 

資料購入費 
研究の参考のための図書や文献等の資料を購入する経費。１年未

満で使用を廃止するものを除く。 

※ 備品購入費・消耗品購入費・資料購入費と称し、研究と直接関係のない物品の購

入は認めておりません。 

  （特に備品購入等において、ＰＣやタブレット端末、検査機器など、研究完了後に

おいても財産的価値の残る物品等の購入は認めておりません。） 

 

Ｑ 審査結果はいつごろ公表されるのでしょうか？ 

Ａ 概ね３月下旬となります。 

 

Ｑ 委員会において申請額と異なる金額が決定された場合、研究内容や規模を変更せ

ざるを得ない場合も出てくるが、その際はどうすれば良いか。 

Ａ 決定額に応じ、研究が実行可能か否か個別に相談させていただきます。 

 

Ｑ 人事異動により申請時と研究メンバーが変わってしまったのですが 

Ａ 変更に関わる申請をしてください。 

 

Ｑ 研究結果を各種学会での発表や雑誌に投稿することはできますか？ 

Ａ 年度内に研究が完了し、当財団への報告後については可能です。 

ただし、発表、もしくは投稿文書内に当財団からの高度化委託もしくは研究助成

により行った研究である旨を公表していただきます。 

 

Ｑ 高度化委託もしくは研究助成の研究終了後（完了報告後）経理面で留意する点は

ありますか？ 

Ａ  事業に係る収入、支出その他の経理は、他の経費と区分して経理し、関

係帳簿書類等は５年間保存してください。また、当財団から求めがあった

場合には、関係する帳簿等を提出、又は閲覧をさせていただく場合がござ

います。 

 

その他に関する事項については、担当者へお問い合わせ下さい 


